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ク
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山
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厩
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柳
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神
 
古
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郎
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火
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方
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幾
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新
宮
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藤
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太
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井
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中
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井
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」
父・
「
紺
｝
」
週
」
暗

を
」
寸
・
」り
ま

・
し
よ
、
つ
 

五
所
川
原
地
区
署
交
通
主
任
 
古
村
部
長
 

三
一
め
「‘一v
 

受

一一
《
仁
ト
陰
 

五 所 川 原 町 日
 

昭和 28 年 12 月 
一
 

五

所

川
原
町
 

新

民

生
委
員

決
定
 

民
生
委
員
が
十
一
月
三
十
日
付
に
て
任

ク

期
浦
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
，
去
る
十
ー

ク

月
十
」ハ
日
、
民
生
委
員
推
薦
委
員
会
に
於

そ
左
記
の
通
り
民
生
委
員
に
各
指
薦
さ
れ

ク
 

ー十
二
月
一
日
付
に
て
発
令
さ
れ
た
 

十
ニ
月
一
日
付
 
厚
生
省
発
令
ク
 

氏
 

名
 
担

当
区
城
 
ク

民
生
委
員
 
村
上
 
純

一
 
栄
町
 
田
町
ク

ク
 
成

田
 
弘
三
 
元
町
及
元
町
ク
 促

進
歳
末

貯
蓄
運
動
 

本
 
町
 

自
 

醐
生
町
 

東
 
町
 
運
動
の

賃
点
 

大
 
町
 

（
ー
）
生
活
の
刷
新
経
営
の
合
理
化
に
よ
り

寺
町
岩
木
町
 
歳
末
浮
動
資
金
の
貯
蓄
化
を
勧
奨
す
る

個
人
法
人
を
問
は
ず
消
費
生
活
行
過
ぎ
 

！

、
・！
‘

J
ー
 
，

L
 
日
一
《
 

離
誇
濃
段
縫
欝
報
誉
数
慧

鵬
騒
警
謙
篇
騒
結
噂
舞
）
臨
鋼
競
鍵
箆

細
訴
編
巽
」
誌
誌
潟
譲
票
縫
猿
費
叡
耀
議
齢
競
喫
あ
る
か
ら
当
時こん
な
唄力
歌
 

い
事
は
役
場
民
生
際
に
御
山
下
さ
い
。
 
大
区

へ蹄
ケ
深
）
第
五
大
区

（
五
所
川
原
 
巡
査
お
前
は
女
房
が
あ
る
か
 

）
雨
警
察
出
張
所
を
併
合
し
て
木
迭
（
移
・
 
女

房
ど

こ
ろ
か
樫
の
株
 

一
 
ー

、
 
し
、
木
造
替
察
署
と
構
し
た
是
れ
警
察
署
全
二

十
二
年
四
月
金
木
分
料
を
除
く
の
 

離
鴛
薫
臓
難
護
離
唾
麟
電
者
猫輸
鷺
鷺
誇
灘
轟
舞
灘
灘
難
薫
簾
繊
勧
数
 

理
化
に
よ
る
貯
蓄
の
実
陵
を
企
菜

K
於

か
に
し
ま
す
。
子
供
さ
ん
人
学
資
金

、
納
願

い
ま
す
o
但
町
か
ら
交
付
す
る
犬
の
鑑

て
は
経
理
の
健
全
化

、
冗
費
の
節
約
に

税
等
又
季
節
の
変
り
際
に
は
無
く
て
は
な
札
は
そ
の
犬
が
死
亡
し
な
い
限
り
有
効
で

よ
る
資
本
の
落
積
に
努
力
す
る
よ
ら
強
ら

ぬ
燃
料
等
納
稔
組
合
も
各
町
に
次

A
と
あ
り
ま
す
o
御
家
庭
で
米
登
録
の
犬
が
あ

く
訴
え
る
 

曜
吐
建
m
「
お
リ
ほ

‘。
郵
唖
喝
m
行
く
り
ま
し
た
ら
至
急
町
役
場
民
生
課

（
登
録
 最

近
各
地
に
於
て
交
通
事
故
が
続
発
し
て

5
道
路

L
に
は
石
、
ガ
ラ
ス
片
金
脇
類
等

相
当
数
の
犠
牲
者
を
川
し
て
悲
傍
な
思
い
 

を
投
げ
捨
て
交
二
の
妨
害
危
阪
と
な
る

を
し
て
い
ま
す
。
当
署
管
内
に
於
て
も
多
 

ょ
ら
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
 

数
の
事
故
が
発
生
し
て
年
た
堺
加
の

一
途
6
道
路
上
に
は
交
通
の
妨
害
と
な
る
物
件

を
辿
っ
て
居
り
ま
す
。
之
等
の
原
因
は
各
 
を
放
置
し
又
は
汚
水
を
ま
い
て
は
な
ら

種
自
動
車
迅
縛
者
の
不
注
意
に
も
あ
り
ま
 
な
い
。
 

細鯉
獣
「腔

議
難
難
離
（）
」綴
鱗
難
難
縄
総
繊
難

i
l
l一
 

”
 ●
、
？
，
け
j
、
 

？
、
ー
 

‘
・
 

‘
 
；
・
・
ー
 

・
 
【
 
…

‘
ー
 
““
【J
‘
】
ーノ

4
1
lー
‘
芹
文
」r
.
lJ‘
レ
 

て
に

掴
房
脚
 

一
 

‘
・
 
・
 

来
ま
し
た
が
私
は
交
通
主
任
と
し
て
交
通
 
よ
ら
に
し
て
質
い
た
r

ー
“
ー
 

梱競
箕
誌
鷲
網
纏欝
器
一n「
観
熱
耗
競
騒
夢
「
議
鱒
鰻

購
灘

編
麟
薮

「鶏
賃
繊
 

灘
灘
鴛
裾
弱
鯖3

翻
鍛
響
籍
麟
灘
灘
職
難
）叫
急
輔競
鷲
鷲
）一
 

い
む
甘

E
い
レt十
ー
ト
…
と
j
・
 ー
 
村
懲

z
こ
と
」
 

砺
）》
一ゆ
u
ぐ
m零
W
田
瀞
誠
し
‘。
幌
安
か
琶
 
無
を
確
め
て
か
ら
横
断
し
て
貰
い
た

い
一
 

註
 
そ
の
仙
不
明
の
点
は
係

（
御
相
談
願

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
，
特
に
一
般
家

い
ま
す
。
 

度
、

一
般
通
行
者
に
対
し
て
左
の
事
項
を
 

外
国

人
の

方
ヘ
ノ

・
 
眼

鄭
轟
投
磯
の
絶
減
に認

力
を
 

早
米
殺
通
帳
交
付
タ
 

細
 
士
 
貞
 裁
 
御
願

い
致
し
ま
す
。
 

●

遵
守
事
項

●
 

川
端
町
 

チ
 
自
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日

怖
屋
町
 
一
 

至
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
 

町 

ぐ
！
‘
！
、
 

立
 

期
 
日
 

~ 

の
風
潮
濃
き
所
柄
．
歳
末
浮
動
資
金
の
去
に
於
け
る
家
計
簿
を
今
一
庭
調
べ
て
見
 

｛濡
抹
い
澄
海
・
」
 

1 本月は未納税金の強力整理月間ですから

完納にお協力お願いします 

2  滞納者には誠に不本意ですが財産差押処

分を執行致さなけれぱならないことにな

りますからお互い気まづい思いを致しま

すので笑つて心よく完納しまよしう 

3 差押をした財産は告示して競売処分にな

りますから滞納額とまさる損となります

ので心よく早く完納しましせう。 

(
2）
供
米
代
金
並
び
に
り
ん
ど
代
金
の
歩
の

が
御
価
倒
な
ら
お
宅
さ
ん
の
御
都
合
ょ

下
さ
い
o
 

供
米
代
金
の
貯
蓄
化
を
強
力
に
勧
奨
す

る
 

お
手
元
の
現
金
は
ひ
と
ま
ず
貯
金
 

も
れ
な
く
家
計
簿
に
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

お
手
元
に
急
を
要
し
な
い
現
金
が
ど
ざ

い

ま
せ
ん
か
？
現
金
支
出
は
祭
な
も
の
共
の

反
対
に
収
人
の
苦
労
す
る
こ
と
は
言
を
ま

た
な
い
こ
と
で
す
。
貯
蓄
の
必
要
性
は
誰

で
も
認
め
て
い
ま
す
。
 い
ざ
実
行
と
な
る

と
思
う
ょ
ら
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
過
 

留
向
上
を
図
る
。
 
 

，・
I
十
I
／・
ー
・
1
…
ーノ
1
、
、d
l一
 

諜
難
鑓
鋭
騒
鵬
鶏
舶
 
 
縛

裁
貿
鶏
禦
雛
 

な
関
係
が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
農
家
麗
 
さ

せ
る
基
本
と
な
り
ま
す
。
 

済
の
計
画
化
を
足
進
す
る
た
め

c
も
・
 

慶
止
す
る
時
消
費
生
活
の
健
全
化
を
勧

お
手
元
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

あ
り
ま
す
が
実
は
翌
年
三
月
末
日
ま
で
有

奨
し
特
に
家
庭
に
お
い
て
は
家
針
の
合
貯
金
は
皆
さ
●
の
生
活
を
守
ゆ
必
臨
泳
効

な
の
で
す
か
ら
含
み
進

い
の
な
い
よ
う
 

3
  
医
師

欺
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

一
八
 

よ
つ
て
こ
の
際
年
末
，
年
始
の
虚
札
を

る
行
過
を
是
正
し
ひ
と
ま
ず
猫
金
遍
弘
を

の
後
何
年
間
も
有
効
と
思
っ
て
い
る
向
も
 

昨
隣
叫

知
醸
喰か
露
繰

競

監
一
鍛

騎

融
W
郭

ト
画
噴
醗
蹴

加
？
分
署
山共
の
管
卿
と
な
つた
o，知
仁
か
加一
 

ま
す
。
 

革
表
革
冶

の
一
会
、
暦
蹴
」
ロm
吐
寸に
見
ら
ん
ー
し
r
士
？
と
と
 
J
o
 ー
ョ
畿L
灸
ト

し
r
と

r
」
r
。
と
、
、
し
巨U
し
 
・‘
？
、・L
'H

．」
‘い
シ
ー
 

三
ー
 

幾
羅
器
猫
維
錯
認
競
一4m
護
紅
潜
遺
族
「
恩給
法
に該
如
騒製
鯵
鵠
」
設
嬢
の
絶
n
融
麟
鷲
麗
難

騒
豊
」
 

磯
羅識
犠
灘
巌震
難
鷲
醸
雌
磁
）
議
縄
鷺
麟
「
磁
鱈

籍
「
一
 

葺
日
に
淡
金
」
て
雀
「
フ
，吾
‘
う
？
ま
す
 

十
二
月
一
日
か
ら
米
設
皿
憂
が
断
し
ハ
重
 
革
 
五
所川
原
地
区署
新
築
工
事
も
 
．
 
越
ど
、
葺
耳
 
．
 

帳
に
切
替
と
な
リ
ま
レ
た
o
 

一
沿
 

海
濡
乍
誕
行
は
れ
て
「
る
折
、

ー
道
路
に
於

て
見
章
苦
し
く
は
幼
見
を
保

十
二
月
一
日
付
 
一

臨
嚢
通
帳
を

交
付
す
る
に
当
り
登
録
証
明
一
齢
 
此
際

古
き
を
温
ね
て
見
る
こ
と
 
護
す
る
資
任
の
あ
る
者
が
見
童
若
し
く
一
ー

j
.
14
  
ケ
  
l
1
1
 

 
王
 
ニ
 
一

書
に
交
付
済
の
有
無
を
記
人
し
な
け
れ
ば
 
寿
マ
 
に
し
た
。
 

は
幼
見
に
進
職
を
さ
せ
又
は
保
護
者
の
  
4
 
1
 

1「
 
．
一
 

一
 

な
ら
な
い
の
で
外
国
人
の
方
は
御
面
倒
で
 
軍
刀
 

◆
 

附
添

い
た
く
幼
見
を
歩
行
さ
せ
て
は
い
五
所
川
原
町
公
立
学
校
事
務
職
員
に
任
命

」
 

も
登
録
証
明
書
持
参
の
上
役
場
民
生
課
に
」
起
」
ヒ
 明
治
四
年
七
月
農
幕
腔
孫
と
な
 
け
な

い
。
 

す
る
 

「
 

麟
い

及
装蹄
師の
一？
麟
臓
識

鷲
難

舞
舞

難
難
詳
一
 

色
午

ー
ー
フ
 
、
 こ
 
五
 
全
ハ

年
五
月
捕
亡
を
選
卒
と
改
 

ら
か
温
叱
に
、
で
い
酔
し
・
てふ
ら
つ
き
員
長
副
委
員
畏
左
の
通
り
次
定
 
一
 

六
競
）
附
則
第
七
項
又
は
挑
蹄
師
法

（
昭
を
警
査
と
改
め
，
共
の
詰
所
を
屯
所
と
樗

4
道
路
を
歩
行
す
る
人
は
必
ず
右
側
を
通
 

旧
軍
人
軍
属
の

恩
給

手
続
等
に

つ
い
て
 

一L
励
陰
錆
響

議
器

れ
 渓
濡

掘
稽

湾
凄
、
寝
そ
 
委
員長
 
棟
方
得
一
 
一
 

ノ
」
ノ「
「
一
“
、
‘
ひ
，
一
．
、
」‘
〕
 
．

一
一
 
ら
、
」
軍
ヒ号
蝋
一
享ま
居
回
」り
と
 
【
・七
s一・j
？
り
！
‘
・
【、
・
r一g
、

F己
一・
 
一
 

ぺ
り
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
 

金
1翼
 

n
 

と
い
う
名
解
の
始
り
で
あ
る
。
 

全
部
慶
止
と
な
り
、
板
柳
全
二
十
一
年
板

当
時
木
造
替
察
署
の
分
署
を
北
郡
五
所
川
屋

野
木
と
板
柳
と
改
む
に
巡
査
派
山
所
を
一
 

和
二
年
法
律
第
六競
）
附則
第
五項
の
規
康
巨
 
行
し

て
1
1い
た
い
。
 

一
 



三
十
日
 

旭
 
町
 

備
考
 
都
合
に
依
り
畜
搬
子
定
ロ
を
変
 

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

又
消
火
器
の
設
備
状
況
に
つ
い
て
は
効
力

期
聞
が
過
ぎ
た
も
の
ゃ
使
用
万
法
の
分
ら

ぬ
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

(
 

ク
 

予
 

ク
 

ク
 

ク
 

,
 

予
 

ク
 

ク
 

一
 

使
用
方
法
等
は
消
火
器
に
詐
細
に
設
明
が
 

ー
ー
 

記
載
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
今
一
度
御
覧
 

下
さ
い
‘
 

ヒ
ギ
唾
 
？
 

次
に
石
油
コ

ン
ロ
の
事
故
例
お
知
ら
せ
致
 
ワ
国ン
 
ー
‘ソ
ノ
 

し
ま
ナ
o
 
 
、
脈
肖
方
窃
舞
周
生
J
 
 

・
・
す
 
！
ーク
《
 
分
 

達
繊
鷲
鷲
琴

急激
総
 

に
拡
大
し
た
た
め
（布
団
で
消
し
た
）
一
 
j
 

2
手
術
器
共
を
煮
沸
誕
中
湯
が
沸
騰
し
山
《
 

こ
ぼ
れ
熱
湯
に
よ
り
焔
が
急
に
上
昇
 
『
‘ォ
 

月
 

十
 

拡
大
し
た

（
消
火
器
で
消
し
た
）
 

3
に
ぎ
り
飯
を
焼
き
放
置
し
て
あ
つ
た
 

た
め
 
（布
団
で
消
し
た
）
 

け
を
取
り
あ
げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
か
、
 

又
は
同
じ
食
生
活
中
で
も
動
物
性
の
蛋
白

質
の
と
り
方
と
が
色
ャ
あ
り
ま
す
。
衣
生

活
，
化
生
活
に
お

い
て
も
同
じ
で
、
し
か

し
こ
の
改
善
は
農
村
だ
け
で
な
く
当
町
に

お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
考
い
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
処
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま

す
の
に
、
 同
じ
気
持
の
合
っ
た
婦
人
の
方

々
の
集
い
ゃ
若
き
乙
女
の
グ
ル
し
フ
が
掛

来
ま
し
て
お
互
に
問
題
を
発
見
し
、
語
り

合
い
っ
っ
．
改
善
の
道
を
い
そ
し
み
乍
ら

日
々
の
生
活
の
向
上
を
目
ざ
し
て
伸
び
行

く
五
所
川
原
町
の
発
嵐
の
鴛
に
共
去
に
脇

み
た
い
と
存
t
ま
す
。
 

次
回
よ
り
お
米
に
代
る
農
村
食
の
作
り
方

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
た
「
と
思
ひ

ま
す
o
生
活
の
改
善
等
に
つ

い
て
の
御
相

談
は

い
つ
で
も
お
出
で
下
さ
い
。
 

（
以
上
日
通
）
 

小
野
要
作
、
藤
森
 
勇
 

（
以
上
五
所
川
原
ト
ラ
ツ
ク
）
 

太
田
清
三
 
（
相
互
タ
ク
シ
1
)
 

準
川
重
次
郎

（
西
北
病
院
）
 

神
 
定
四
郎
 

幾
島

町
納
税
貯
蓄

組
合

設
立

さ
る
 

日
本
交
通
安
全
協
会
長
及
 

青
森
県
交
通
安
全
協
会
長
賞
 

内
 
本
 
定
 
雄

（
津
 
鉄
）
 

青
森
既
碑
察
迎
絡
協
議
会
長
賞
 

山 生 一四件

死 亡 六件 

演
関
研
究
会
 

書
道
研
究
会
 

警
道
研
究
会
 

ス
ク
ェ
ァ
教
養
講
座
 

郷
土
更
談
会
 

チ
ヤ
1
チ
ル
会
 

コ
1
ラ
ス
会
 

演
劇
研
究
会
 

書
道
研
究
会
 

書
道
研
究
会
 

審
議
委
1
1会
 

ス
ク
ェ
ァ
教
養
講
座
 

チ
ヤ
ー
チ
ル
会
 

コ
ー
ラ
ス
会
 

演
劇
研
究
会
 

書
道
研
究
会
 

4
コ
ン
ロ
を
調
飾
中
多
量
の
給
油
に
よ
ム
山
 

生
 

号
 

。乙
 

第
 

報
 

町
 

納
税
貯
蓄
組
合
法
に
基
き
．
去
る
十
一
月

十
四
日
午
後
四
時
ょ
り
幾
島
町
岩
谷
喜
一

宅
に
於

い
て
納
秘
貯
蓄
組
合
設
立
総
会
な

開
催
．
役
場
、
青
和
銀
行
支
店
か
ら
関
係

職
員
臨
席
し
、
組
合
員
三
十
七
名
に
よ
り

設
立
さ
れ
、
組
合
長
、
副
組
合
長
を
左
の
 

一
園
 
休
 

粉
叫
緊
認
（

五
所
川原
）
 

個
 
人
 

山
上

藤
之
助

（
大
 
町

）
 

三
 
上
 
典
 
三

（
津
 
鉄
）
 

優
良
交
通
安
全
協
会
会
員
と
し
て
 

小
田

桐
正
一
（
大
 
町

）
 

一
 
三
上

辰

四
郎

（
津
 
鉄
）
 

五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
協
会
長
及
 

五
所
川
原
地
区
警
察
署
長
賞
 

一
団
 
体
 

五
所
川
原
中
学
校
 

五
所
川
原
小
学
校
 

個
 
人
 

中
井
儀

一
，
佐
々
木
勝
衛
 

拷
前
谷
豊
吉
 
（
以

上
津
鉄
）
 

岩
谷
柾
臓
，
佐
藤
善
太
郎
 

川
 
一
 
生
活
を

ゆ

た
か
に
 

五
所
川
原
地
区
農
業
改
艮
普
及
事
務
所
 

工
 
藤
 

悦
 
談
 

中
平
井
町

元
 

町

錦
 

町

田
 
町

本
 

町

銀

谷

町

中
不
井
町

柏
原
町

本
 
町

敷
島

町

旭
 
町

旭
 
町

布
屋
町

大
 
町
 

所
一
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り
突
然
燃
体
に
噴
き
上
げ
附
近
の
可

燃
物

に
清
火

（
土
砂
を
撒
布
し
て
消

し
た
。
）
 

5
過
熱
の
た
め
硝
子
製
の
燃
料
タ

ン
ク

が
破
損
し
溝
油
に
引
火
た

（
土
砂
を

撒
布
し
て
消
し
た
）
 

6

コ
ン
ロ
の
取
扱

い
不
馴
の
た
め
焔
の

急
激
な
拡
大
上
昇
に
狼
狙
し
可
栂
錫

で
抑
え
た
た
め
そ
れ
に
着
火
更

に
燃

料
タ

ン
ク
の
破
損
に
よ
り
漏
油
に
引

火

（
上
砂
に
て
消
し
た
）
 

何
れ
も
取
扱
の
粗
漏
の
点
と
見
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
使
用
者
の
皆
様
に
は
充
分
御
注

意
下
さ
い
。
 

ゴ
ミ
運
搬
予
定
表
 

へ
十
二
月
十
日
よ
り
）
 

五
 

日
 

フJ'
 

月
 

。
ノ
～
 

年
 

8
 

。

乙
 

和
 

昭
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暮
れ
も
お
せ
ま
つ
た
か
き
入
れ
時
の
十
一
する
と
と
で
な
い
と
云
ふ
風
に
考
え
て
居

ニ
月
に
お
い
て
，
五
所
川
原
町
の
み
な
機
「る
所
、
あ
る
よ
う
に
見
受
ら
れ
ま
し
た
。
 

に
色
々
と
暮
れ
の
行
事
と
新
年
の
準
備
の

ー
口
に
生
活
の
改
善
と
云
ふ
も
の
は
誰
に

一
総お
忙
か
し
き
日
A
を
お
●
し
の
小
か
と
で
も
山
来
て
、
阿
時
で
も
爽
行
出
束
る
も

一
想
い
ま
す
‘
 

一
の
で
あ
る
に
か
、
 は
ら
す
、
 さ
て
取
り
か

一二
度
も
大
火
に
あ
つ
た
当
町
と
し
て
は
，
 か
る
と
云
ふ
段
と
り
に
な
れ
ぱ
自
分
の
思

復
奥
も
早
く
、
又
他
の
都
市
に
見
ら
れ
な

ふ
通
り
に
は
運
ぱ
れ
な
い
の
が
此
の
事
業
一

い
活
気
あ
る
処
と
し
て
西
北

一
を
誇
る
ま
の
悩
み
な
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
 

 
でな

つ
た
の
も
，
ひ
と
い
に
み
な
み
な
機
生
活
の
改
善
と
云
ひ
ぱ
す
ぐ
に
冠
婚
葬
祭
 

一
の御
努
力
の
程
が
伺
が
は
れ
ま
す
。
 

の
簡
索
化
だ
と
ど
な
た
で
も
そ
う
思
っ
・て
 

，私
は
こ
の
地
に
赴
任
し
て
早
や

一
年
ニ
ケ
居
っ
て
居
ら
れ
る
機
で
す
が
，
 こ
れ
は
勿

月
に
な
り
《
次
弟
に
人
々
、に
も
馴
れ
親
し
論
生
活
改
善
の

一
端
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
 

」く
お
話
し
合
を
す
る
機
に
な
り
ま
し
た
。
 簡
難
化
を
叫
び
乍
ら
も
、
 そ
の
前
に
も
つ

農
村
の
生
活
の
改
善
と
云

ふ
巾
の
贋

い
、
 と
も
つ
と
農
村
の
暮
し
方
の
手
近
に
あ
る

も
つ
と
大
き
い
責
任
を
背
泊
い
，
五
所
川

一
番
ゃ
り
や
す
い
、
小
さ
い
問
題
を
農
家

原
町
を
中
心
と
し
た
一
町
六
ケ
村
を
受
持

の
方
4
に
惑
じ
さ
せ
発
見
さ
せ
て
そ
の
一

一区
城
と
し
て
ー
あ
る
時
は
座
談
会
又
は
講

っ
の
問
題
に
対
し
て
突
行
の
計
画
を
立
て

一習
会
、
幻
燈
会
、
戸
別
訪
間
等
に
依
っ
て
推
進
し
て
い
る
の
が
普
及
事
薬
の
根
木
で

染
会
を
重
ね
、
数
回
に
わ
た
つ
て
啓
蒙
に

あ
り
ま
す
。
 

一
つと
め
ま
し
た
処
、
 あ
る
村
で
は
非
常
に

そ
こ
で
こ
の
改
善
に
辰
り
か
か
ろ
う
と
す

一
関
心
も意
慾
も
あ
つ
て
す
ぐ
に
で
も
な
に
る
問
題
の
取
り
あ
げ
る
方
も
、
 そ
の
村
又

一
かや
り
た

い
と
希
望
を

云
ふ
，
牛
面
に
は
は
部
「浴
の
襲
暁
と
が
周
胡

の
事
請
等
ょ
つ
 

ー
てん
で
ん
に
か
い
り
見
ら
れ
ず
自
分
連
の
て
に
異

り
食
生
活
中
で
も
油
の
食
べ
方
だ
 

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
ニ
十
八
日
ま
で

役
場
庶
務
課
ま
で
 

⑨
⑨

＠
⑥
⑥
 

ふ
え
る
石
油

コ
 
ンロ
 

の
火
災
原
因
は

取
扱
、
 

の
粗
漏
か
ら
 

公
会
堂
の
使
用
に
つ
い
て
今

ま
で
は
公
会
堂
に
於
て
使
用
乎
 

続
き
を
し
て
お
り
ま
し
よ
が
、
 
『
い
ま
一
度
過
去
の
大
火
を
思
い
出
し
て
 

今
後
は役
場
庶
務係
際に於
て
醒
議
夢

誌
総
議
裂
い
 

受
付
使
用
乎
続
き
を
い
た
し
ま
ー
しま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
二
．
三
御
 

、i

ー
も
月
］
く才
2
プ
k
景
差
前
回
紙
上
に
も
申
上
げ
ま
し
た
が
，
旬
間
 

封

詔
覧
」
」
か
飼
論

務
濃
臓
鶏

吃
 

課
に
御
出
下さ
い
 

繍
織
武

製
譲

畿
錯
議
 

と
は
遺
憾
で
あ
り
過
去
の
大
火
を
思

い
出

し
術
一
肝
防
火
設
備
を
し
て
貰
い
た

い
。
 

二
十
八
日

二
十
九
日
 

公会堂の使用について 

A
死
 

亡
 

竹

四
郎
 
長

女
 

小
山
 

京
子

（
0
）
 
敷
島
町

武
 
雄
 
四
男
 

外
崎
 
四
志
雄

（
5
）
 
元
 
町

信
 

古
 
妻
 

震

島
 
タ
 
イ
（
お
）
 
抑
 
町

叉
 

藤
 
次

女
 

小
田
桐
 
順
子

（
0
）
 
元
 
町

輿

三
郎
 

戸
主
 

三
上

・
典
三
郎
（
5
0）
 
新
 
町

堅
 

裁
 
妻
 

山
崎
 

き

く
（
4
6）
 
柳
 
町
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交
通
安
全
運

動
協
力
団
体
個
入

表
彰

者
名
 

・

●
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●i
(

,
?
（
一
 
、
？
》ノ
？!"
‘
く
！
、
、‘
「一
 
【
‘?
？
一
 
ー
 

（
当
町
在
住

者
の
み

）
 

外
灯
に

つ
い
て
 
”
 

町
内
の
亦
通
安
全
及
び
治
安
の
た
め
町
ト
 

媛

競

鶏
報
縛
設

答
替
？
 

点
に
御
協
力
下
さ

い
，
 

一
 
十九八七六 

日
 

日
 

日
 

日
 

日
 

お
互
の
便
利
の
た
め
の
設
備
で
あ
り
自
然

破
損
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
維
持
に
は

充
分
注
意
し
特
に
子
供
さ
ん
方
の
 （
ス
イ

ツ
チ
〕
 
のイ
タ
ゾ
ラ
及
び
投
石
な
ど
し
た

い
よ
ら
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

一
十
一
日

一
十
三
日

一
＋
四
日

一
十
五
日

一
十
六
日
 

公
民
舘
行
事
予

定
表
 

十

二
月
中
 

瀧
会
講
座
 

晩
 

一
十
七
日

一
十
八
日
 

」
十
日

一一
十
一
日
 

十 
五 
日 

如
く
決
定
し
た
 

組
合
長

副
組
合
長
 

ク
 

三紳木 

上 村
清 

光次幸 

雄郎作 
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I
?
 ！
ー
 

⑧

町
税
 

を

笑
 
っ
 て

完

納
 

明
 
る
 
い
 
お
 

⑧

完

納
は

郷
 
土
 
の
 誉
れ
 

正
 
月
 

⑧

納
 
税
 

身
 

の
 
ほ
 
ま
 

は
 
日
 
掛
 
け
 

月
 
掛
 
け
 
心
 

れ 
カ、 

け 
r
 

④

滞

納
税

金

完

納

・
し
 

う
れ
し

い
表
彰
我
が
家
の
誇
り
 

新
年
名
刺

交
換
曾

に
つ
い
て
 

恒
例
に
て
る
新
年
覗
賀
名
刺
交
換
会
は

当
万
か
ら

の
回
章
に
よ
つ
て
御
参
加
方
を

御
励
め
し
て
居
り
ま
し
た
が
今
回
左
記
に

よ
つ
て
挙
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
か
ら

町
民
各
位
の
御
参
加
を
得
た
く
御
案
内
申

上
げ
ま
す
 肥

 

一
，
日
 
時
 

昭
和
二
十
九
年

一
月
一
日
午
前
十

一
時
 

一
、
場
 
所
 
五
所
川
原
公
会
堂
 

一
、
会
 
費
 
一
金
二
百
玉
十
円
也
 

一
‘
申
込
期
日
及
場
所
 

十

一
一
日

十

四
日
 

十

五
 
日

十

」ハ
日
 

十
七
日

十
八
日

十
九
日
 

二
＋

一
日

一
十
二
日

一
十
三日
 

一
十四
日
 

一
十
五
日

一
一十
六
日
 

{
 

日 日 

十
 

十

一
 


